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肉用牛 17％、豚 16％、ブロイラー 22％を占め
る。しかし、東北の農業産出額の変化に注目する
と、1985 年の 2.5 兆円から 2005 年の 1.3 兆円
と 34％の減少率を示しており、中でも米につい




















































と、1980 年は 58.9％と都府県平均の 66.2％よ













の 1.26ha から 2005 年には 1.83ha へと増加し、
全国の平均値 0.95ha を大きく上回っている。ま
























図２ 東北地方の集落別水田率 70% 以上地域 (2005)
資料 : 農林センサス　集落カード 図３ 市町村別第二種兼業農家率の変化
資料 : 農林センサス市町村別統計
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年代後半以降に加速化している。例えば、1985
年から 1995 年にかけての農家減少率は 15.2％
であったが、1995 年から 2005 年にかけては
16.6％と 1990 年代後半以降に高まりを見せてい
る。加えて、男子生産年齢人口のいない高齢専業


















84.9 万 ha から 2005 年の 72.2 万 ha へと 5.9 万
ha(17.2％ ) 減少している。その過程で耕作放棄
地面積 ( 過去１年間に作付けされず今後作付けす
る意思のない土地 ) は、1.3 万 ha から 7.2 万 ha
へと 5.9 万 ha 増加し、25 年間で約 5.5 倍までに
拡大している。その結果、耕作放棄地面積率は
1990 年の 3.3％から 2005 年の 9.2％へと増加の
一途をたどっており、年次を追うごとにその傾向
を強めている。耕作放棄地の増加率という点で
は、1990 年から 1995 年にかけては、29％であっ
たが、1995 年から 2000 年にかけては 35％、
2000 年から 2005 年にかけては 12％という推移

















































また、水田率が東北平均 (70％ ) より低く、耕作
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